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要 旨

１ 研究の目的

本研究は、日本語母語話者である工業高校生の文章表現能力をとりあげるものである。

高校生たちに「教科『国語』に関する意識調査」ならび「文章修正調査」を行い、考察を

加える。

生徒の書く文章の、わかりにくさの要因はどこにあるのだろうか。本研究は工業高校生

を対象とした調査を通し、わかりにくさの要因を明らかにすることを目的とする。以下で

はまず、アンケート調査の概要を報告し、その調査結果について述べる。わかりにくさの

要因の一端を明らかにすることで、今後の作文指導の一助になればと考える。

２ 調査概要

調査１「教科『国語』に関する意識調査」を、調査協力者である工業高校３年生 名141

（内 女子１名）に、 年度末（ 年１月 日～２月２日）実施した。また、調査2006 2007 31

２「文章修正調査」を調査協力者である工業高校１・２年生 名（すべて男子）に、197

度末（ 年３月 日～３月 日）実施した。2007 2008 13 21

３ 結果と分析

調査１「教科『国語』に関する意識調査」については、質問１・２・３「国語の好き嫌

い 、質問６「集中力 、質問 ・ 「言葉をうまく使えているかどうか」の結果を取り」 」 11 12

上げ、分析した。結果 「読むことが好き 「漢字が好き」だと「国語が好き」である傾、 」

。 、「 」 、向にあることがわかった また 言葉をうまく使えていない と考えている生徒が多く

その要因は自分であると考えていることがわかった。

「文章修正調査」については、本稿では問４の結果についてのみ論じた。問４は、次の

ような例文をあげ、その修正を求めたものである。

１ 子供のとき母が私をしかって、私はよく泣いた。

２ ボーイフレンドは私に結婚を申し込み、私はすぐ、返事をした。

３ 先生がアルバイトをやめて勉強しなさいと荒川くんに言って、荒川くんは困っ

日本語母語話者なら、１つの場面で、視点（視座）の変化する文章をわかりにくい、不

自然だと感じるのではないかと考えたが、どの例文についても全体の半数が「不自然では

ない」と回答した。

４ 考察

共有・継承の脆弱さ、コミュニケーション・メディアや言語環境の変化から、言語技術

の４技能のうち 「書く」という能力が急速に落ち込んできているように思われる。、

５ まとめと今後の課題

時にはある生徒にとっては日本語を母語というよりも、日本語を母語と思わずに、外国

語のように扱っていくことが肝要になる場合もあろうと考える。
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